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研究成果の概要（和文）：本研究は，他人の消費行動に対する自身の嫉妬心を表す消費の外部性

を個人の選好に組み込み，その外部性が消費，資本や所得不平等に与える影響や最適税政策に

注目し次の分析を行った．1 点目は，異質な選好を持つ個人のいる経済において，消費の外部

性と所得不平等との関連を調べた．2 点目は，資産選好と消費の外部性を導入した選好を利用

し，消費の外部性の長期的な影響や最適な税政策を調べた． 

 
研究成果の概要（英文）：Incorporating consumption externalities into macroeconomic 
dynamic models, we study optimal tax policies as well as the effects of consumption 
externalities on consumption, capital stock and wealth distribution. In this research, 
our researches consist of the following two points. First, in the closed economy with 
two groups, we show that the intergroup consumption externalities as well as the 
intragroup consumption externalities have a large impact on wealth distribution. Second, 
we interlink consumption externalities and wealth preference and examine the effects of 
consumption externalities and the optimal tax policies. 
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１．研究開始当初の背景 

 伝統的な経済モデルにおいては，消費の

絶対的水準が個人の効用に与える重要な要

因であるとする．これらのモデルでは，他人

と比べての自身の消費量といった社会的比

較(Social comparison)は考慮されていない．

一方で，近年，神経経済学や実験経済学を中

心に多くの研究者によって，社会的比較の個

人の行動や効用等に与える影響が調べられ

ている．例えば，Dohmen et al (2011,Journal 

of Economic Behavior and Organization)で

は，fMRIを利用して他人と比べて自分の所得
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が増減すると，報酬に関連した部位の活動が

活発になるということが確認されている． 

加えて，社会的比較はマクロ経済動学モデ

ルにおいても盛んに応用されている．特に，

消費の社会的比較を表す消費の外部性

(Consumption externalities)が与える長期

的な影響に関して既存文献から次のことが

分 か っ て い る ． Dupor and Liu (2003, 

American Economic Review) や Liu and 

Turnovsky (2005, Journal of Public  

Economy)では，労働供給の役割に注目し消費

の外部性の効果を調べた．彼らの論文では，

消費の外部性の長期均衡に与える影響は労

働供給を内生変数とする仮定が不可欠であ

ることを示している．そして，外部性を内部

化できる社会的計画者の最適問題を扱い，他

人への消費の嫉妬心が強いほど市場経済の

消費水準が最適経済のそれから乖離し過多

になることが確認されている． 

 これらのモデルを始めとする多くの既存

文献では消費の外部性の個人の間での異質

性は考慮していない．一方で，Turnovsky and 

García-Penelosa (2008, Economic Theory)

では，消費の外部性の異質性を考慮した動学

モデルにおいて所得不平等の問題を取り扱

っている．この論文では，“keeping up with 

the Joneses”と呼ばれる社会的比較の好み

を個人が持つ場合，所得不平等が長期的には

小さくなることを示している．一方で，分析

の単純化のために，彼らは効用関数に新たな

条件を加えていることで，消費の外部性の個

人間の異質性は均衡において残らず，代表的

個人と一致する設定となっている． 

 

2. 研究の目的 

 1 点目の研究目的は，異質な個人を想定し

たマクロ経済動学モデルにおいて，所得不平

等と消費の外部性の関係を明らかにするこ

とである．  

  2 点目の研究目的は，資産選好を組み込ん

だマクロ経済動学モデルにおいて，消費の外

部性の効果を分析することである．特に，最

適経済と市場経済との消費水準の乖離を消

費の外部性と関連付けて説明し，その上で，

市場経済が最適経済を模倣するための税政

策を調べる． 

 

3. 研究の方法 

 研究目的の 1 点目では，連続時間のマクロ

経済動学モデルの枠組みで異質な好みを持

つ個人を想定し，消費の外部性と所得不平等

の関係を分析する．本研究では，効用関数の

仮定は標準的なものを利用している．その結

果，既存文献と異なり，個人間の消費の外部

性の異質性は均衡においても残る．その設定

のもと，まずは，2 グループに限定したモデ

ルを利用し，解析的に消費の外部性と所得不

平等の関係を明らかにする．その上で，2 グ

ループの人口割合や初期資産の違いも考慮

し，時間経路上での所得不平等の動きを確認

する．最後に，2 グループに限定していた設

定を緩め，n グループへの拡張を行う． 

 研究目的の 2 点目では，資産を保有するこ

と自体に幸せを感じる資産選好の役割に注

目した上で，消費の外部性が長期均衡に与え

る影響を調べる．特に，最適経済と市場経済

との乖離を是正する最適な税政策を分析す

る．又，時間経路上での消費や資本の動き，

消費の外部性が経済厚生に与える影響等を

線形近似した式を利用して分析する． 

 

4. 研究成果 

 研究目的の 1 点目に関して，消費の外部性

の異質性が資産配分に大きな影響を与える

ことを解析的に示した．特に，”keeping up 

with the Joneses”の好みを持つグループは



 

 

長期的な資産の多くを保有することを示し

所得不平等が大きくなる可能性を示唆した．

こ れ は 既 存 文 献 の Turnovsky and 

García-Penelosa で確認された結論とは異な

る．この傾向は nグループに拡張したモデル

においても確認された．次に，初期の資産と

人口シェアの違いも考慮して数値例を用い

て時間経路上での経済の動きを描写した．下

図は所得の乖離が時間を通じて大きくなっ

ていく経過を確認したものである．但し，縦

軸は資本量，横軸は時間を表している．点線

を表すグループは”keeping  up with the 

Joneses”の好みの程度が強いグループであ

り，時間の経過とともに多くの資本を保有し

ていることが確認できる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究目的の 2点目に関して，資産選好を組

み込んだマクロ経済動学モデルで，消費の外

部性がもたらす影響を確認した．主要結論は，

Dupor and Liu や Liu and Turnovsky で指摘

された労働供給を内生変数として扱う仮定

を用いなくても，消費の外部性は長期均衡に

影響を与えることを示した点にある．特に，

社会的計画者の考える最適経済と比べ，市場

経済は他人への消費の嫉妬心が強いほど長

期的な消費水準は最適水準から乖離し過小

になるというものであった．この結論は，

Dupor and Liu や Liu and Turnovsky で確認

された結論とは反対のものであった．又，市

場経済が最適経済を模倣するための最適税

分析においても，既存研究では消費税や労働

所得税を利用することでのみ，最適経済を模

倣することができることを示したのに対し，

本研究では，資本所得への課税の最適税政策

としての役割を指摘した． 
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